衰退する日本の音楽産業

９９年の初めの日本の音楽業界は「ミリオン連発の絶頂期」だった。朝日新聞社団藤保晴記者は、その現象について個人のホームページの中で次のように述べている。「そこで描いた音楽ＣＤの売れ方は若い世代だけに依存した、とても特殊な構造をしており、音楽業界が安易にのめり込みすぎた結果、自家中毒を起こしているだけではないか。不況に強いとされた音楽産業。しかし、音楽文化を守り、育てる上で「『戦略的な誤りを修正しなければ、自滅の道を転がり落ちるばかりだ』と警告したい。」
音楽業界が若者層をマーケティングの対象にしたのは彼から比較的自由になるお金を持っているためである。しかし、携帯電話の爆発的な普及、多機能化にともなう通信費の増加により、若者層の自由になるお金は乏しくなり、メガヒットが連発される基盤が突き崩されてしまったのである。団藤記者によると、「音楽ソフトの国内生産額は1998年の6074億円をピークにして３年連続で減少、2001年は5030億円まで落ち込んでいる」ということだ。さらに団藤記者は５年前のヒット曲と比べ、現在のヒット曲はメロディーラインといい、訴求力といい貧弱で、音楽の質としての退化もあるのではないかと述べている。
団藤記者はカラオケ人口の減少についても以下のように述べている。

経済産業省による「音楽産業の現状と課題について」には、音楽ＣＤにＣＤレンタル、コンサート、カラオケと併せた音楽ソフト産業全体の推移がある。 

	　　　◎音楽ソフト産業市場規模　　　　
　　　1997年　　　2兆1,170億円
　　　1998年　　　1兆9,625億円
　　　1999年　　　1兆8,345億円
　　　2000年　　　1兆7,082億円




　不況が続いているからと言って、毎年千数百億円規模で縮小し続けるのには構造的な要因があるはず。音楽ＣＤの不振による分は何分の一でしかない。カラオケ市場の縮小がもっと深刻なのだ。全国カラオケ事業者協会の「カラオケ業界の推移」には、カラオケ参加人口の推移グラフがあり、平成６年(1994)の5890万人をピークに平成13年(2001)の4800万人まで減り続けている。 

　財布が軽くなった若者が、カラオケボックスから引いた影響もあろう。しかし、これだけ長く音楽業界が大人向けの歌を作ってこなければ、当然の報いだと、私は思う。今年、意外な形で数十万規模のヒットになった平井堅の「大きな古時計」は、高年齢層まで店頭で買っていくという。しっかりしたメロディと歌い込み。欠けているものがここにはある。ＮＨＫ「みんなの歌」とのタイアップ効果とみるのは本質を捉えぬ見方だ。
団藤記者は現在日本の音楽業界の「メガヒット狙い」を厳しく批判し、「何十年もかけた、潤沢に持つ音源を本格的に生かすビジネスを考えるべき」と述べている。
読解問題

1. 日本の音楽産業の衰退原因を二つ挙げてください。

2. なぜ、日本の音楽産業は若者層をターゲットにしているのですか。

3. 団藤記者は音楽の質の問題についてどんな点を挙げていますか。

4. カラオケ人口が減少した理由を二つあげてください。

5. 団藤記者は日本の音楽産業はどうあるべきだと述べていますか。
